














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































― 46 ― ― 47 ―
（4-ハ）渡辺浩平編「中国ネット最前線　『情報統制』と『民主化』」（2011年1月、
蒼蒼社）247～250頁参照。
（4-ニ）ウィリー･ラム「ネットVS. 中国　北京政府の本音は何？」（「中央公論」
2010年4月号）174頁。黒井文太郎「拡大する中国のサイバー部隊　ベールに包
まれた『網軍』の脅威」（「エコノミスト」2010年5月18日号）36頁。
（4-ホ）中国共産党・政府の管理下にあるニュースメディアが公民（国民）を代
表して権力をチェックすること。
（4-ヘ）遠藤誉著「ネット大国中国」（2011年4月、岩波新書）62頁～64頁
参照。
（4-ト、チ、リ）前掲「ネット大国中国」51頁～54頁、11頁～12頁、30頁～35頁
各参照。
（5-イ）古畑康雄「ウェブ2・0時代に台頭する『新意見階層』」（前掲「中国ネッ
ト最前線」90頁）。
（5-ロ）前掲「中国文化強国宣言批判―胡錦濤政権の落日」203頁10行目～14行
目。
（5-ハ）安江伸夫「ネットに見る異議申し立ての【言葉】（2008年）」（前掲「中国
ネット最前線」80頁）。
（5-ニ）高井潔司「ネットメディアと伝統メディア」（前掲「中国ネット最前線」
28頁）。
（5-ホ）安替「中国ネット社会の立役者の夢と現実」（月刊「中央公論」2010年12
月号より）。
（5-ヘ）古畑康雄・共同通信記者「中国ツイッターと高まる政治的影響力」（「中
国ネット最前線」115頁）。
（6-イ）中日友好協会招聘によるジャーナリスト訪中団は6回目で、川村が団長
役。今回は中日、朝日、読売、産経、共同、時事、NHK、TBS、テレビ朝日、毎
日放送の新聞、通信、放送計10社、11人（OB含む）が参加。
〈参考文献・資料〉
川村範行「政権移行期の中国社会の不安定化～ネット世論・メディアの変貌」
（2011年11月19日、東海日中関係学会公開研究会で講演）
川村範行「ネットは中国を変えるのか～中国メディアの最新状況」（2010年5月
29日、東海日中関係学会公開研究会で講演）
― 48 ―
川村範行「中国の社会管理の行方」（社団法人日中科学技術文化センター会報 
「きずな」2011年9月号）
高井潔司著「中国文化強国宣言批判　胡錦濤政権の落日」（2011年12月、蒼蒼 
社）
渡辺浩平編「中国ネット最前線　『情報統制』と『民主化』」（2011年1月、蒼蒼
社）
遠藤誉著「ネット大国中国」（2011年4月、岩波新書）
西本柴乃著「モノ言う中国人」（2011年2月、集英社新書）
趙新利著「中国の対日宣伝と国家イメージ　―対外伝播から公共外交へ―」 
（2011年4月、日本僑報社）
菱田雅晴著「不安定化下の安定―中国共産党90周年の現況」（「東亜」2012年1月
号）
石井健一、唐燕霞編著「グローバル化における中国のメディアと産業―情報社会
の形成と企業改革」（2008年10月、明石書店）
焦国標著「中央宣伝部を討伐せよ」（2004年8月、草思社）
新聞・ネット；中日新聞、東京新聞、日本経済新聞、朝日新聞、読売新聞、人民
日報海外版、新京報、南方都市報、新民晩報、人民網、東方網各関係記事
